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令和４年度 第１回 鬼怒川・小貝川上流流域治水協議会 

議事概要 
 

１．日 時：令和４年３月２７日（月）１５：００～１６：００ 

 

２．場 所：ｗｅｂ会議方式 

 

３．出席者：協議会構成員 

栃木県 県土整備部 河川課 課長 小野 和憲 

栃木県 県土整備部 都市整備課 課長 屋代 紀明 

宇都宮市 市長 （ 代理 宇都宮市 建設部 河川課 課長 鎌田 淳 ） 

日光市 市長 （欠席） ※議題について同意（事後確認済み） 

小山市 市長 （ 代理 小山市 建設水道部 部長 生沼 良一 ） 

真岡市 市長 （ 代理 真岡市 建設部 部長 谷口 真芳 ） 

さくら市 市長 （ 代理 さくら市 建設部 建設課 係長 阿波 一世 ） 

下野市 市長 （ 代理 下野市 建設水道部 建設課 課長補佐 須賀 秀人 ） 

上三川町 町長 （ 代理 上三川町 都市建設課 課長 神山 雅行 ） 

益子町 町長 （ 益子町 産業建設部 建設課 課長 鮎沢 義則 ） 

市貝町 町長 入野 正明 

芳賀町 町長 （ 代理 芳賀町 建設産業部 建設課 主任主査 豊田 裕章 ） 

塩谷町 町長 見形 和久 

高根沢町 町長 （ 代理 高根沢町 都市整備課 主事 横須賀 悠人 ） 

森林整備センター 宇都宮水源林整備事務所 所長 

 （ 代理 森林整備センター 宇都宮水源林整備事務所 係員 酒井 哲郎 ） 

気象庁 宇都宮地方気象台 （ 代理 宇都宮地方気象台 防災管理官 森井 正宏 ） 

気象庁 水戸地方気象台 台長 ※宇都宮地方気象台が代表として参加 

関東地方整備局 日光砂防事務所 事務所長 村松 悦由 

関東地方整備局 鬼怒川ダム統合管理事務所 事務所長 佐藤 務 

関東地方整備局 下館河川事務所 事務所長 海津 義和 

オブザーバー 

関東農政局 農村振興部 設計課 水利計画官 柄澤 昭司 

  その他の関係者 

林野庁 日光森林管理署 署長 德川 浩一 

 

４．議題 

 （１）鬼怒川・小貝川上流流域治水協議会 規約の改正について 

 （２）実施状況の報告 

 （３）令和４年度鬼怒川・小貝川流域治水プロジェクトのとりまとめについて 

 （４）上下流交流会の報告 

 

５．議事概要 

 （１）鬼怒川・小貝川上流流域治水協議会 規約の改正について 

     上記議題について資料１「鬼怒川・小貝川上流流域治水協議会 規約（案）」を用いて事務局より説

明し、規約の改正内容について同意いただいた。 

 

 （２）実施状況の報告 

     上記議題について資料２「鬼怒川・小貝川上流流域治水の実施状況の報告」を用いて、各構成員等よ
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り報告いただいた。代表的な内容としては以下のとおりである。 

     ・栃木県では田川の調節池の整備を推進しており、令和5年から掘削工事に着手予定。五行川におい

ては今年度に調節池が完成し、グリーンインフラとして多自然型川づくりも実施している。さらに、

流域治水の普及啓発のため、一般向け、子供向け学習版のリーフレット等を作成し、流域治水の推

進を進めている。 

     ・市貝町では田んぼダムを鋭利進める予定である。過去に水害を受けたものの、現状あまり進んでい

ないが、町民の命や財産を守るために、田んぼダムを確実に行っていきたい。田んぼダムには、リ

ン酸流出抑制、有機農業の質向上、土砂流出抑制などの様々な効果も期待できるため、国交省、農

水省、県等のご協力を受けつつ、推進していく。 

     ・塩谷町では田んぼダムへの関心が広がっており、令和６年以降に実施するほ場整備事業の中でも検

討をしていく。また、森林の適正な保全管理にも力を入れており、今後も取り組みを進めて行きた

い。さらに、令和8年着工予定の佐貫頭首工の改修計画も将来予定している。 

     ・土砂災害は年間1,400 件（直近10 年の全国平均）発生しており、近年、気象変動等により約1.2

倍に増加。日光砂防事務所では、令和4年度に砂防堰堤7箇所、法面対策1箇所を完成、その他17

箇所の土砂災害防止、氾濫防止を実施した。土砂洪水氾濫を防ぐための効果的な設備、流木対策の

同化型の砂防堰堤を重点的に実施しており、今後も流域治水対策を進めて行きたい。 

     ・鬼怒川ダム統合管理事務所では事前放流を進めており、直轄、県、民間の合計13ダムで、2.8億t

の洪水に対応。鬼怒川での実施はないものの、例えば、令和4年台風14号、全国の129ダムの事

前放流で4.2億tの容量を確保した実績がある。現在は確実な効果発揮のための訓練等を実施。そ

の他、降雨予測の精度向上、Aiを活用したダムの流入予測の高度化も進めている。 

     ・下館河川事務所では、令和 4 年度の実施報告として、真岡市の下籠谷地区で低水護岸の整備を行

い、鬼怒川・小貝川の水害リスクマップ及び多段階の浸水想定図の現況を8月31日に公開した。

さらに、マイ・タイムラインリーダーのスキルアップ講習の開催、宇都宮市内において川の歴史や

水防等の説明を出前講座の形で実施した。 

 

 （３）令和４年度鬼怒川・小貝川流域治水プロジェクトのとりまとめについて 

     上記議題について資料３「令和４年度鬼怒川流域治水プロジェクト（案）」及び資料４「令和４年度

小貝川流域治水プロジェクト（案）」を用いて事務局より説明し、流域治水プロジェクトの更新内容に

ついて同意いただいた。 

 

 （４）上下流交流会の報告 

     上記議題について資料５「鬼怒川・小貝川流域治水協議会 上下流交流会 実施報告」を用いて事務

局より協議会へ実施報告を行った。 

 

 

以 上 

 


